
■複合検討施設の概要（市関連施設）

砂川市西６条北６丁目１番１号 砂川市西６条北５丁目５番５号 砂川市西８条北４丁目１番１号

500ｍ 300ｍ 100ｍ

敷地所有者・面積 砂川市　4,819㎡ 砂川市　494㎡ 砂川市　2,015.64㎡

施設所有者 砂川市 砂川市 砂川市

H2年度 S60年度 Ｓ58年度

施設構造・面積 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　　　2,549.11㎡ 木造　　　　　　116.76㎡ 鉄骨造　423.92㎡

内部の主なｽﾍﾟｰｽ 事務室(1F)　　　　　　113.04㎡ 地域包括側：　 49.686㎡ 事務室等　423.92㎡（共用使用）

保健ｾﾝﾀｰ専用　　　  654.33㎡ 訪問看護側：   44.71㎡

老人福祉ｾﾝﾀｰ専用　263.21㎡ 共用(玄関・廊下・ﾄｲﾚ等)　22.364㎡

事務室除く共用　　　 683.96㎡

2階…老人福祉ｾﾝﾀｰ専用　834.57㎡

職員数 職員15人（正職員7人 嘱託等8人） 職員６人 子ども通園センター７人

（北海道総合在宅ケア事業団に委託） ことばの教室３人

業務内容

メリット

デメリット

メリット

デメリット

メリット

デメリット

保健センターでは、乳幼児から高齢者
まで、市民の健康に関する情報が多く
存在するため、、情報管理に係るセキュ
リティについては厳重に行う必要があ
る。

要支援者等高齢者に関する相談記録
等を管理していることから、情報管理
に係るセキュリティについては厳重に
行う必要がある。

【子ども通園センター】
2市4町（砂川市、歌志内市、上砂川
町、奈井江町、浦臼町、新十津川町）
で運営している施設であるため、関係
市町と協議が必要となる。

乳幼児から高齢者まで様々な機関・部
署との関連があり、市庁舎と複合化が
市民サービスや行政効率の観点から望
ましいが、現在の施設は築２６年であ
り、今後も使用可能であることから、当
分の間、現施設を使用していくことが望
ましい。

地域包括ケアシステムを構築する上
で、地域包括支援センターの果たす
役割は非常に大きいとともに、市の各
部署との連携が図られ、効率的な運
営が展開できる。

【子ども通園センター】
市庁舎との複合化よりも、ふれあいセ
ンター、子育て支援センターとの複合
化により子育て世帯への包括的な支
援と連携が図られ、効率的な運営が展
開できる。
【ことばの教室】
通級指導としての学校教育施設であ
り、市庁舎に配置されるものではない。

事業実施のための会場確保、準備や後
片付けに要する時間の増加が考えられ
る。

要支援者等高齢者に関する相談記録
等を管理していることから、情報管理
に係るセキュリティについては厳重に
行う必要がある。

【子ども通園センター】
障がい児通所施設であることから、利
用者のプライバシーに配慮する必要が
ある。

保健センター機能に関しては、様々な
部署との連携が必要であることから、複
合化により業務の効率化が図られる。

業務の指示等の徹底が図られる事に
より、効率化が図られるとともに、密な
連携により的確かつ質の高い在宅ケ
アの推進が図られる。

【子ども通園センター】
障がい児福祉の相談や事務事業等に
おいて関係部署との連携が図られる。

【子ども通園センター】
ふれあいセンターを含めた複合化であ
れば、子どもの健診、療育相談等で連
携が図られる。

各種健診、講座、サークル等の開催状
況によって利用状況は異なるが、ある
程度の駐車場の確保が必要である。

￣

【子ども通園センター】
１日約１０人の利用があり、そのほとん
どが自家用車で通園しているため、利
用者用の駐車スペースが必要となる。

保健センター機能に関しては、様々な
部署との連携が必要であり、複合化に
より業務に係る連絡調整が取りやすくな
り、効率化が図られる。

施設については市より賃貸借している
が、施設の老朽化が進んでいること
から、修繕費等の経費負担が解消さ
れる。

【子ども通園センター】
施設は建築後30年を経過しており、大
規模改修の検討が必要な時期を迎え
ているが、複合化することにより改修
費等が削減される。

ふれあいセンター
（保健センター・老人福祉センター複合）

地域包括支援センター
子ども通園センター

ことばの教室

・高齢者に対する各種相談、健診、教養
の向上等、福祉の向上を目的とする事
業
・市民の健康づくりを推進するため、健
康相談、健康診査、乳幼児健診、機能
回復訓練等の事業

高齢者の介護予防や状態に応じた
サービス提供など、必要な支援を包
括的に行っている

【子ども通園センター】
心身に障害がある児童及び成長に遅
れの疑いがある児童に対し、日常生活
及び集団生活への適応訓練等を行っ
ている
【ことばの教室】
子供のことばに関する課題や問題に応
じて、指導や訓練を行っている

保健センターについては、各種申請や
健康相談など一箇所で済ませるメリット
があると考える。

対応事案によっては、各種手続きや
市担当部署との連携が図られること
から、高齢者の相談等に対して、ス
ムーズな支援につなげることができ
る。

市の考え方

市民アンケート結果

　■市役所に訪れた際の立ち寄り場所
　　・市役所だけに用事があった　47.6％　　　・公民館　　　　　　　　　　　2.1％
　　・銀行　　　　　　　　　　　16.6％　　　・地域交流センターゆう　　    0.4％
　　・市立病院　　　　　　　　　16.3％　　　・砂川駅　　　　　　　　　　　0.1％
　　・図書館　　　　　　　　　　 5.5％　　  ・その他　　　　　　　　　　　4.3％

設置場所

現庁舎からの距離
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■複合検討施設の概要（民間施設）

砂川市西７条北４丁目１番１号 砂川市西４条北４丁目１番２号

50ｍ 200ｍ

敷地所有者・面積 砂川市　2,128.98㎡ 砂川市　803.28㎡

施設所有者 砂川市社会福祉協議会 砂川商工会議所

S49年度 Ｓ49年度

施設構造・面積 鉄筋、鉄骨造　1,438.58㎡ 鉄骨造　　　　　　　619.32㎡

内部の主なｽﾍﾟｰｽ 事務室(2F)　　　125.40㎡ 事務室　　　　　68.00㎡

大集会室(2F)　  390.45㎡ 会頭室　　　　　38.00㎡

小集会室(3F)　 　71.25㎡ 相談室　　　　　20.00㎡

研修室(3F)　 　　74.10㎡ 会議室　　　　　50.00㎡

教養室　　　　　 74.10㎡ 大会議室　　 　110.00㎡

貸室　　　　　　101.20㎡ 書庫　　　　　　20.00㎡

その他　　　　　 83.70㎡ その他　　　　 100.00㎡

職員数 社会福祉協議会６人 事務局職員７人　役員１人

町内会連合会１人

老人クラブ連合会１人（非常勤）

砂川地区保護司会１人（非常勤）

業務内容

メリット

デメリット

メリット

デメリット

メリット

デメリット

　■市役所に訪れた際の立ち寄り場所
　　・市役所だけに用事があった　47.6％　　　・公民館　　　　　　　　　　　2.1％
　　・銀行　　　　　　　　　　　16.6％　　　・地域交流センターゆう　　    0.4％
　　・市立病院　　　　　　　　　16.3％　　　・砂川駅　　　　　　　　　　　0.1％
　　・図書館　　　　　　　　　　 5.5％　　  ・その他　　　　　　　　　　　4.3％

情報の共有化など関係部署との連携がスムーズとなる。

施設規模の増加により建設事業費が増大する。

①税務、金融、経理、経営に関する相談業務
②労働保険に関する業務
③生命共済、火災共済に関する業務
④特定退職金共済、リサイクル、ＰＬ保険業務
⑤冬のフェスティバル、もっと花いっぱい運動推進協議会
委託業務　など

・創業支援計画の実施
・ラブリバー夏祭り及び花火大会の連携運営
・プレミアム商品券事業（補助金）
・すながわスイートロード協議会
・もっと花いっぱい運動

両施設を利用する市民にとっては用事が一か所で済む。

￣

速やかな情報の共有化が図られる。また、共同で事業を
行う際に連携が図られスムーズな運営が可能となる。

共用会議室の使用調整が必要となる。

速やかな情報の共有化が図られる。また、共同で事業を
行う際に連携が図られスムーズな運営が可能となる。

人の出入りが多く、セキュリティ管理が必要となる。

社会福祉事業の発展、地域福祉の推進ための事業を行っ
ている
①社会福祉事業の総合企画・推進
②高齢者福祉の推進
③在宅福祉の推進
④地域福祉の推進
⑤ボランティア活動の振興　など

・紙おむつ利用券交付事業（業務委託）
・高齢者情報提供事業（市との協定に基づく事業）
・指定居宅介護支援事業
・介護予防・日常生活支援総合事業
・日常生活自立支援事業
・地域サロン活動への支援

両施設を利用する市民にとっては用事が一か所で済む。

民間組織としての認識が薄れる。

行政との速やかな調整・情報交換が図られる。

団体事業等における市役所施設の使用について、制限等
が考えられる。

市民アンケート結果

建築年度

市との関連業務
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設置場所

現庁舎からの距離

砂川市社会福祉協議会 砂川商工会議所

資料２ 


